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平成28年8月20日からの大雨による 

出水の概要（速報版）をとりまとめました 

 

 

 

 

今般、旭川開発建設部管内では、停滞する前線や台風の影響により流域各地で激しい雨が降り

ました。このため、当部が管理する河川では、石狩川、美瑛川、名寄川で「氾濫危険水位」を超

える出水となりました。 

しかしながら、当部がこれまで進めてきた河川整備や洪水調節施設によって出水時の水位低下

が図られたほか、排水ポンプ車や直轄排水機場を稼働させ、内水氾濫被害の防止・軽減を図るこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本速報に記載されている数値や図表は平成 28年 8月 25 日現在の速報値であり、今後、変更と

なる可能性があります。 

 

 

 

 

                    

旭川開発建設部では、平成２８年８月２０日からの大雨及び８月２３日台風９号による出水の

概要（速報版）について、別紙のとおりまとめましたので、お知らせします。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部 

治 水 課 課   長 一
いっ

法師
ぽ う し

 隆
たか

充
みつ

（電話番号 0166-32-4234 ダイヤルイン） 

流域計画官 森田
も り た

 共
とも

胤
つぐ

 （電話番号 0166-32-1119 ダイヤルイン） 



平成２８年８月２０日からの大雨による出水の概要
（石狩川上流・天塩川上流）

【速報版】【速報版】

国土交通省 北海道開発局
旭川開発建設部

平成２８年８月２５日



（１）石狩川上流関係
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石狩川上流

上川管内では、8月20日からの前線の停滞に伴い各地で強い雨が降り続き、
8月23日明け方からは、台風9号の影響により特に美瑛川流域に強い雨が降り、
各地点で、観測史上1位を更新しました。

・1時間降水量（日最大値）が、美瑛地点で45.5mm 
・24時間降水量（日最大値）が、上川地点で146.0mm、東川地点で143.5mm、

東神楽地点で125.5mm、白金地点で日最大値が191.0mm（23日）

旭川開発建設部では、大雪ダム、忠別ダムで防災操作を行ったほか、旭川市
街地の上流部で石狩川に洪水を分流する牛朱別川分水路により、牛朱別川の洪
水流量の低減を行いました。また、排水ポンプ車（旭川市、鷹栖町、美瑛町に出
動）において内水排除を実施しました。

平成28年8月20日からの大雨による出水の概要（石狩川上流）

8月20日 12時00分

石狩川上流（伊納）における

年最大流域平均雨量

3※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

旭川市 伊納大橋地点の出水状況

伊納大橋

旭川地方気象台 提供

石狩川上流

旭川地方気象台 提供

8月23日 6時00分

石狩川

旭川市 伊納大橋付近の出水状況



伊納
いのう

旭橋
あさひばし

平成28年8月20日からの大雨による出水の概要（石狩川上流 河川水位状況）

位置図

石狩川上流

凡 例
：はん濫危険水位超過
：避難判断水位超過
：はん濫注意水位超過

18号水位観測所（辺別川）

最高水位95.36m

伊納水位観測所（石狩川）

最高水位106.81m

旭橋水位観測所（石狩川）

【基準水位を超過した観測所】
●はん濫危険水位超過：2観測所
（石狩川）伊納
（美瑛川）西一区
●避難判断水位超過：２観測所
（辺別川）18号
（美瑛川）西神楽
●はん濫注意水位超過：６観測所
（石狩川）上川、中愛別、旭橋
（忠別川）江卸
（牛朱別川）旭永橋
（美瑛川）辺別太
●水防団待機水位超過：３観測所
（石狩川）比布
（忠別川）大正橋、暁橋

●はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を
生じるはん濫の起こるおそれのある水位
●避難判断水位
避難準備情報の判断、避難所の開設、
要配慮者の避難判断の目安となる水位
●はん濫注意水位
水防機関が出勤して水防活動を行う目安
となる水位
●水防団待機水位
水防団が水防活動するため待機する水位

伊納

西神楽
にしかぐら
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西一区
にしいっく

18号
じゅうはちごう

最高水位152.12m

最高水位95.36m

最高水位235.26m

西一区水位観測所（美瑛川）

最高水位139.52m

西神楽水位観測所（美瑛川）

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



石狩川上流

鷹栖町

比布町
愛別町

上川町

当麻町

位置図

北野十線排水樋門（排水作業）

平成28年8月20日からの大雨による出水の概要（石狩川上流 出水状況）

平成28年8月20日からの大雨により、石狩川上流管内（旭川市、愛別町、美瑛町）では約40haの浸水被害が発生しました。

（開発局調べ）

北野十線排水樋門（排水作業）

伊納

いのう

旭川市

東川町

5
※本資料の数値等は速報値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。

○ 8月20日出水
○ 8月23日出水

大町樋門（排水作業）

伊納大橋上流地点

石狩川

第2新星樋門（排水作業）



A

A’

河道掘削実施区間

伊納水位観測所

旭川市

治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 石狩川 近文大橋地点）（国管理）

N

石狩川

石狩川上流忠和地区では、旭川市街地における洪水被害の防止・軽減を目的に河道掘削を順次進めており、平
成28年8月23日台風9号による大雨では、河道掘削が効果を発揮し、石狩川（近文大橋付）で約1.0mの水位低減
効果があったと推測されます。 仮に、河道掘削が実施されず、もし破堤した場合は約200haが浸水したと想定され
ます。

位置図 河道掘削箇所

伊納水位観測所
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掘削による水位低減効果

水位低減効果 約1.0m（推定値）

A A’近文大橋付近（KP154）

河道掘削を実施しなかった場合に想定される被害

想定浸水面積：約200ha
（KP154.6地点が破堤したと想定）

KP147

KP148

KP149

KP150

KP151

KP152
KP153

KP154

KP155

掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値） H=103.56m
今回出水における最高水位（推定値） H=102.61m

掘削断面

計画高水位
102.56m

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



牛朱別川分水路（永山新川）は、下流市街地の洪水被害軽減を目的に平成16年に完成しています。
平成28年8月20日からの大雨では、牛朱別川分水路（永山新川）が効果を発揮し、牛朱別川（中央橋）で約0.9m

の水位低減効果があったと推測されます。仮に牛朱別川分水路（永山新川）が整備されていなければ、水防団待機
水位を上回ったと推測されます。

治水事業の効果② 分水路整備が効果を発揮（北海道 牛朱別川分水路）（国管理）

旭川市

中央橋観測所

N

石狩川位置図

中央橋水位観測所

牛朱別川
分流樋門閉扉

牛朱別川（中央橋観測所）永山新川による水位低減効果
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永山新川が無かった場合の最高水位（推定値） H=109.50m

今回出水における最高水位（推定値） H=108.64m

計画高水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

水位低減効果 約0.9m（推定値）

永山新川がなかった場合
の想定水位：109.50m

実績水位：108.64m

牛朱別川 中央橋下流
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上川水位観測所

上川町

旭川市

大雪ダムの防災操作
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8/19  9:00～8/23  18:00
流域総雨量282.1mm（ダム流域平均）

時間雨量

累加雨量

8月23日8時50分
ダムへ流れ込んできた
最大水量約500m3/s

下流の増水をピーク時で
約430m3/s抑えました

ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

流入量(m3/s)
放流量(m3/s)
貯水位(m)

治水事業の効果③ ダム整備が効果を発揮（北海道 大雪ダム）（国管理）
たいせつ

〇平成28年8月台風第9号に伴う降雨により、大雪ダムにおいては、既往1番目の流入量を観測。

〇大雪ダムの防災操作によって、下流河川の水位低減を図り、下流の上川町(上川水位観測所）では、水位を

約0.4m低減させる効果があったものと推測されます。

たいせつ
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大雪ダム貯水状況 石狩川上川水位観測所付近
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上川水位観測所地点における水位低減効果

大雪ダム石狩川

ダムがなかった場合の
想定水位：329.09ｍ

実績水位：328.71ｍ

EL=804.84mEL=804.84m

8/23 18:008/23 18:00時点時点

防災操作開始防災操作開始

EL=793.50mEL=793.50m

23日18時時点
防災操作によってダムに
貯めた水量約2500万m3

約0.4mの水位低減効果

▽計画高水位 EL=330.64m

▽はん濫注意水位 EL=327.40m

▽水防団待機水位 EL=326.90m

流
入

量
・
放

流
量

（

貯
水

位
（

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

8月20日 8月22日8月21日

約430m /s抑えました

8月23日



治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 忠別ダム）（国管理）
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位置図

忠忠 別別 ダダ ムム のの 防防 災災 操操 作作

8/19 18：00 ～ 8/23 18：00時点
流域総雨量 276.9 mm（ダム流域平均）

8月 23 日 8時30 分
ダムへ流れ込んできた

最大水量 約 920 m3/s

忠別ダム

ちゅうべつ

※ 避難判断水位：住民の避難判断の参考となる水位。

〇平成28年8月台風第9号に伴う降雨により、忠別ダムにおいては、既往1番目の流入量を観測。

〇忠別ダムの防災操作によって、下流河川の水位低減を図り、下流の東川町(暁橋水位観測所）では、水位を

約0.9m低減させる効果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、避難判断水位※を上回る出水となったことが想定されます。

ちゅうべつ

あかつきばしひがしかわ

8月 22日
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流
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8月 20日 8月 21日 8月 23日

▽はん濫注意水位  EL=210.20m
水防団待機水位 EL=209.50m▽

▽計画高水位　EL=212.94m

▽はん濫危険水位  EL=211.00m
避難判断水位 EL=210.50m▽

暁橋水位観測所地点における水位低減効果

実績水位 209.85ｍ

ダムが無い場合の想定水位 210.73ｍ

約0.9mの水位低減効果

忠別ダム貯水状況 暁橋水位観測所付近

最大水量 約 920 m3/s

下流の増水をピーク時で
約830m3/s抑えました。

N

石狩川

忠別川

暁橋水位観測所

防災操作によってダムに
貯めている水量
約 960 万m3

実績水位：209.85ｍ

ダムがなかった場合の
想定水位：210.73ｍ

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。
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旭川開発建設部の取組 （浸水被害軽減のための活動状況（内水排除））

北野十線樋門
（ポンプ車1台）
総排水量4,500m3

○ 8月20日出水
○ 8月23日出水

平成28年8月20日からの大雨及び、8月23日台風9号による出水により、浸水被害箇所へ排水ポンプ車（6台）を派
遣し、内水排除を実施しました。

北野十線排水樋門（排水作業） 北野十線排水樋門（排水作業）

第2新星樋門（排水作業） 第2新星樋門（排水作業）

10※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

総排水量4,500m3

大町樋門
（ポンプ車１台）
総排水量29,190m3

第2新星樋門
（ポンプ車1台）
総排水量9,150m3

辺別川左岸第3樋門
（ポンプ車2台）
総排水量8,850 m3

美瑛第二排水樋門
（ポンプ車1台）
総排水量5,310 m3

大町樋門（排水作業）

大町樋門（排水作業）

辺別川左岸第3樋門（排水作業） 辺別川左岸第3樋門（排水作業）

美瑛第二排水樋門（排水作業）

美瑛第二排水樋門（排水作業）



砂防事業の効果 砂防施設が効果を発揮（北海道 層雲峡小学校の沢・黒岳沢川地点）（国管理）

砂防施設による被害低減効果

石狩川上流層雲峡地区は、急峻で脆弱な地形が多く、黒岳沢川や層雲峡小学校の沢など土石流危険渓流が
存在し、豪雨による土石流の発生や土砂流入による土砂災害の防止・軽減を目的に砂防施設整備を順次進めて
います。今回の土石流発生では砂防施設が効果を発揮し、仮に砂防施設が整備されていなかった場合、層雲峡
温泉街や地区唯一の避難所である旧小学校が被災したと想定されます。

層雲峡小学校の沢 渓流保全工（導流堤）

層雲峡小学校の沢

伊納水位観測所

旭川市

上川町

砂防施設箇所

N

石狩川位置図

発生した土石流

旧小学校（避難所）

砂防施設を設置しな

発生した土石流

土石流発生後全景土石流発生前全景

黒岳沢川黒岳沢川

層雲峡小学校の沢

黒岳沢川

11

砂防施設箇所

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

黒岳沢川第1号堰堤

土石流発生箇所 拡大
施設全景

黒岳沢川

層雲峡
小学校の沢

黒岳沢川第1号堰堤

黒岳沢川
第1号堰堤

層雲峡温泉街

黒岳沢川第１号堰堤で土石流を捕捉し土砂流出
を防止することで、下流の層雲峡温泉街を保全

堰堤下流 流路工の状況
層雲峡温泉街

黒岳沢川
第1号堰堤

黒岳沢川
流路工

層雲峡温泉街

渓流保全工
（導流堤）

砂防施設を設置しな
かった場合の土石流

層雲峡温泉街

黒岳沢川
流 路 工

土石流堆砂ライン土石流堆砂ライン

土石流堆砂ライン



（２）天塩川上流関係
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平成28年8月20日からの大雨による出水の概要（天塩川上流）

前線の停滞に伴い上川管内では8月20日に各地で大雨となり、
3時間降水量の日最大値が、下川地点で69.5mm、士別地点で
93.0mmとなり、観測史上1位を更新しました。

また、河川の水位上昇に伴い、士別市と名寄市で避難指示が発令
されました。

旭川開発建設部では、岩尾内ダムで防災操作を行ったほか、豊栄
排水機場及び救急内水排水機場（内淵、旭東、美深9線及び音威子

府）並びに、排水ポンプ車（士別市、名寄市及び、下川町に出動）に
おいて内水排除を実施しました。

天塩川上流

8月20日 9時00分
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天塩川上流（真勲別）における年最大流域平均雨量

雨
量

（
m

m
）

計画規模の降雨量244mm/3日

H13.9洪水
172.7mm

S56.8洪水
223.6mm(最大)

H23.9洪水
161.0mm

S50.8洪水
178.7mm H28.8.20洪水

122.9mm

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

名寄市 幕別橋付近の出水状況

名寄川



誉平
ぽんぴら

平成28年8月20日からの大雨による出水の概要（天塩川上流 河川水位の状況）
ぽんぴら

美深橋水位観測所（天塩川）

最高水位72.68m

真勲別水位観測所（名寄川）

最高水位105.03m

天塩川上流
てしお

位置図誉平水位観測所（天塩川）

最高水位15.14m

ぽんぴら

凡 例
：はん濫危険水位超過
：避難判断水位超過
：はん濫注意水位超過

まくんべつ

美深橋水位観測所（天塩川）
びふかばし

【基準水位を超過した観測所】
●はん濫危険水位超過：１観測所
（名寄川）真勲別
●避難判断水位超過：２観測所
（天塩川）九十九橋、美深橋
●はん濫注意水位超過：６観測所
（天塩川）名寄大橋、恩根内、茨内、誉平
（名寄川）下川
（風連別川）北興橋
●水防団待機水位超過：１観測所
（天塩川）西多寄

●はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を
生じるはん濫の起こるおそれのある水位
●避難判断水位
避難準備情報の判断、避難所の開設、
要配慮者の避難判断の目安となる水位
●はん濫注意水位
水防機関が出勤して水防活動を行う目安

真勲別
まくんべつ ←名寄川

なよろがわ

九十九橋
つくもばし

美深橋
びふかばし

名寄大橋
なよろおおはし

つ く も ば し

←

天
塩
川

て
し
お
が
わ

なよろおおはし
し

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

最高水位105.03m
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（参考）基準水位について

最高水位93.25m

名寄大橋水位観測所（天塩川）
九十九橋水位観測所（天塩川）

最高水位133.48m

つくも

水防機関が出勤して水防活動を行う目安
となる水位
●水防団待機水位
水防団が水防活動するため待機する水位



平成28年8月20日からの大雨による出水の概要（天塩川上流 出水状況）

下川町

三の橋

栄橋

名寄川

名寄川

天塩川
下川西町旭橋左岸上流側（内水氾濫）

上名寄21線（内水氾濫）

上名寄21線（排水作業）

天塩川上流
てしお

位置図

平成28年8月20日からの大雨により、天塩川上流管内（名寄市、音威子府村、中川町）では約20haの浸水被害が
発生しました。（開発局調べ）

15

名寄市

士別市

名寄大橋
なよろおおはし

栄橋

真勲別頭首工

中名寄1線樋門

北興橋

タヨロマ川右岸第21線樋門（内水氾濫）

美深橋

菊水橋

名寄川

風連別川

天塩川

上士別13線樋門（内水位確認）

下川西町旭橋左岸上流側（排水作業）

タヨロマ川右岸第21線樋門（排水作業） ※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 天塩川 美深大橋地点）（国管理）

天塩川上流美深地区では、河道掘削を順次進めており、現在も継続して河道掘削を実施中。
今回の出水では、これまでの河道掘削が効果を発揮し、天塩川（美深大橋付近）で約１mの水位低減効果があった
と推測されます。

河道掘削箇所

位置図

天塩川

オホーツク海

日
本
海

太平洋

16

掘削による水位低減効果

水位低減効果 約1m（推定値）

A A’
美深大橋付近（KP123.6）

美深橋
水位観測所

掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値） H=70.31m
今回出水における最高水位（推定値） H=69.27m

計画高水位 H=70.59m 

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



0
5

10
15
20時

間
雨

量
(m

m
)

0
40
80
120

累
計

雨
量

(m
m

)

時間雨量(mm) 塁計雨量(mm)

100

150

200

250

300

流
入

量
・
放

流
量

(m
3
/
s)

290

295

300

305

310

貯
水

位

流入量(m3/s)

放流量(m3/s)

貯水位(m)
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位置図

8月21日2時10分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約250m3/s

いわお ない

8/20 4:00 ～ 8/21 10:00
流域総雨量 103.9 mm（ダム流域平均）

下流の増水を最大で
約220m3/s抑えました。

累計雨量(mm)時間雨量(mm)

治水事業の効果② ダム整備が効果を発揮（北海道 岩尾内ダム）（国管理）

○平成28年8月からの大雨により、岩尾内ダムにおいては、洪水量を超える流入量を観測。

○岩尾内ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の士別市（九十九橋水位観測所）では、

水位を約0.4m低減させる効果があったものと推測されます。
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岩尾内ダム貯水状況

岩尾内ダム

水位観測所

実績水位：132.80ｍ

ダムがなかった場合の
想定水位：133.16ｍ

防災操作開始
EL=304.76m

防災操作終了
EL=309.21m

洪水調節によって
ダムに貯めた水量

約 1400万m3
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九十九橋水位観測所地点における水位低減効果

▽計画高水位 EL=135.42m

▽はん濫注意水位 EL=132.30m

▽水防団待機水位 EL=131.70m

実績水位 H=132.80m

ダムが無い場合の
想定水位 H=133.16m

約0.4mの水位低減効果

天塩川九十九橋水位観測所付近

8月20日 8月21日

約220m3/s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

▽避難判断水位 EL=133.30m



旭川開発建設部の取組① （浸水被害軽減のための活動状況（内水排除））

筬島樋門
（ポンプ車1台）
総排水量49,200m3

茨内樋門
（ポンプ車1台）
総排水量4,500m3

天塩川

平成28年8月20日からの大雨による出水により、浸水被害箇所へ排水ポンプ車（延べ9台）を派遣し、内水排除を
実施。この地区の浸水被害を防止・軽減しました。

下川町上名寄地先（ポンプ車1台）
・総排水量 1,700m3

下川町西町地区（ポンプ車1台）
・総排水量 5,700m3

名寄市風連地先（ポンプ車1台）
・総排水量 8,400m3

18

剣淵川

名寄川

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

士別市西士別地先（ポンプ車１台）
・総排水量 2,400m3

士別市南町地先（ポンプ車延べ2台）
・総排水量 34,100m3

士別市多寄35線地先（ポンプ車1台）
・総排水量 6,800m3



旭川開発建設部の取組② （浸水被害軽減のための活動状況（内水排除））

平成28年8月20日からの大雨により、豊栄排水機場、救急内水排水機場（内淵、旭東、美深9線、音威子府）を

稼動させ、内水排除を実施。この地区の浸水被害を防止・軽減しました。

音威子府救急内水排水場
排水量約9万m3

旭東救急内水排水場

天塩川

美深9線救急内水排水場
排水量約1.1万m3

排水機場が無かった排水機場が無かった
場合の想定場合の想定浸水範囲浸水範囲

名寄市

美深9線救急
内水排水場

美深町

排水機場が無かった排水機場が無かった
場合の想定場合の想定浸水範囲浸水範囲

排水機場が無かった排水機場が無かった
場合の想定場合の想定浸水範囲浸水範囲

おとおといねっぷいねっぷ

音威子府救急内水排水場

音威子府村
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豊栄排水機場
排水量約9万m3

剣淵川

名寄川

旭東救急内水排水場
排水量1,200m3

内淵救急内水排水場
排水量約33万m3

排水機場が無かった排水機場が無かった
場合の想定場合の想定浸水範囲浸水範囲

名寄市

豊栄排水機場豊栄排水機場
ほほ うう ええ いい

内渕救急内水排水場

場合の想定場合の想定浸水範囲浸水範囲

ないぶちないぶち

旭東救急内水排水場

名寄市

きょくきょくとうとう

排水機場が無かった排水機場が無かった
場合の想定場合の想定浸水範囲浸水範囲

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。


